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　平成 24 年の成人式が１月８日（日）、ユープラザうたづハーモーニーホールで開催され、107 人の
新成人が出席し、新たな門出を祝いました。

　式典では、谷川町長が、「多くの人がそうであったように、新
成人の皆さんも保護者や地域の人などに支えられてこの日を迎
えました。他人の身になって考えることができる、誠実な人間
になってほしい」と、新成人に向けてのことばを送りました。

　また、新成人を代表して、小倉隼さんが「昨年の大震災後、
今まで以上に家族や友人、地域の人たちとの絆を考えさせられ
ました。周りの人たちに感謝し、地域の一員として社会に貢献
していきたい」と力強く決意を述べました。

　式典後、久しぶりに会う友人や恩師との記念撮影、茶話会があり、
終了時刻が過ぎても話は尽きず、エントランスホールのあちこち
で輪になって、盛り上がっていました。

ご成人おめでとうございますご成人おめでとうございます

司会者

成人の誓い

百
合
田
大
介
さ
ん

松
原
　
美
玖
さ
ん
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はたちの笑顔

　
成
人
式
を
迎
え
、
大
人
へ
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
家
族
や
周
り
の

方
々
に
支
え
ら
れ
て
今
日
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
成

人
と
な
る
節
目
の
年
に
、
東
日

本
大
震
災
が
起
こ
り
未
曾
有
の

状
況
の
中
、
人
と
人
と
の
絆
の

大
切
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、「
心

の
窓
」
を
た
く
さ
ん
持
ち
、
大

き
く
開
い
て
人
間
と
し
て
希
望

と
責
任
を
持
っ
て
自
分
が
選
ん

だ
道
を
し
っ
か
り
と
歩
み
、
社

会
に
少
し
で
も
お
返
し
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
今
、
自
分
探
し
を
し
て

い
る
最
中
で
す
。
今
の
自
分
に

物
足
り
な
さ
を
感
じ
、
社
会
に

必
要
と
さ
れ
る
よ
う
な
人
間
に

な
れ
る
よ
う
に
自
分
を
磨
い
て

い
る
最
中
で
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
未
知
の
世
界
に
対
す
る

不
安
も
ぬ
ぐ
え
ま
せ
ん
。
困
難

に
ぶ
つ
か
り
悩
む
こ
と
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
と
き
は
、

い
ま
一
度
、
私
た
ち
に
手
を
貸

し
て
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
尊
い

人
生
経
験
を
私
た
ち
に
ご
教
示

く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
ま

で
お
世
話
に
な
っ
た
多
く
の
先

生
方
や
家
族
、
そ
し
て
友
人
に

心
か
ら
あ
り
が
と
う
と
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
人
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か

ら
の
人
生
を
歩
ん
で
い
き
た
い

で
す
。

　
今
年
、
無
事
に
成
人
式
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
を
本
当
に
嬉
し

く
感
じ
る
と
と
も
に
、
私
た
ち

の
た
め
に
盛
大
な
式
を
開
催
し

て
く
だ
さ
っ
た
関
係
者
の
皆
様

に
御
礼
の
意
を
表
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
さ
て
、
私
た
ち
は
成
人
い
た

し
ま
し
た
が
、
新
成
人
と
し
て

何
を
思
い
、
何
を
感
じ
、
何
を

目
指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。「
成
人
」

と
い
う
節
目
を
迎
え
て
も
目
に

見
え
る
よ
う
な
突
拍
子
な
変
化

は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
覚
や
責
任

な
ど
「
大
人
」
に
求
め
ら
れ
る

も
の
は
、
す
べ
て
私
た
ち
の
中

に
あ
り
、
自
ら
に
よ
り
確
立
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
で
あ
り
、
私
も
し
っ
か
り
と

し
た
意
識
を
持
た
な
け
れ
ば
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
な

ど
の
災
害
に
よ
り
、
家
族
や
友

人
と
の
絆
、
助
け
合
う
人
同
士

の
絆
な
ど
、
多
く
の
人
が
絆
の

大
切
さ
を
実
感
し
た
年
で
し
た
。

人
は
ひ
と
り
で
生
き
て
い
る
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
困
難
な
場

面
に
直
面
し
た
時
に
は
助
け
の

手
を
差
し
出
し
て
く
れ
る
人
た

ち
が
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
た

ち
も
誰
か
の
た
め
に
行
動
で
き

る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。
目

に
は
見
え
な
い
「
絆
」
で
繋
が

っ
て
い
る
、
そ
の
こ
と
を
素
晴

ら
し
い
と
思
い
、
私
も
行
動
で

き
る
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

　
私
た
ち
新
成
人
は
、
こ
れ
か

ら
の
日
本
を
支
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で

も
私
は
、
大
人
に
な
る
と
い
う

自
覚
や
責
任
に
つ
い
て
し
っ
か

り
と
考
え
る
と
と
も
に
、
人
間

に
と
っ
て
生
き
て
い
く
中
で
大

切
な
地
域
社
会
や
友
人
と
の「
つ

な
が
り
」
に
重
き
を
置
け
る
大

人
に
な
り
た
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。

大喜多愛実さん

はたちの笑顔

梶野　愛美さん
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平成 24年分所得申告相談（（所得税・住民税）  
 

期 間  2月16日 (木)～3月15日 (木)（土、日は除く） 
場 所  コミュニティ会館２階会議室 
申告に必要なもの 印鑑、預金口座番号 

所得金額の計算に必要なもの 
（源泉徴収票、帳簿書類、領収書等） 
控除金額の計算に必要なもの 
（生命保険料、損害保険料、国民年金の支払証明書等） 

＊国民健康保険・後期高齢者医療保険・介護保険に加入している方は、収入の有無にかかわらず
申告をしてください。申告をしていないと保険料の軽減措置が受けられない場合があります。 
 

《  年金受給者の皆様へ  》  

（注）医療費控除や寄附金控除などによる所得税の還付を受けるための申告書を提出すること
はできます。また、所得税の確定申告が不要な場合でも、住民税の申告が必要となる場合があ
ります。

①公的年金等の収入金額の合計額が400万円以下である

はい いい え 

はい  いいえ 

いいえ 
はい 

        

②公的年金等以外の所得金額  
(給与や個人年金など)が20万円以下である 

③源泉徴収税額がない 

町で申告手続き  

④納める税金が 
ある

⑤還付される税金
がある 

申告書を税務署に提出

　平成23年分の確定申告から、公的年金等の収入金額の合計金額が400万円以下で、かつ、公
的年金等に係る雑所得以外の所得金額が20万円以下である場合（表参照）には、所得税の確
定申告をする必要がなくなりました。
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平成24年度個人住民税の主な改正点 

■扶養控除の見直し 
① 年少扶養控除の廃止 

② 特定扶養控除の上乗せ部分の廃止 

改正前の控除額 改正後の控除額 
控除対象 
扶養親族の年齢 所得税 

(平成 22年分まで)
個人住民税 

(平成 23年度まで）
所得税 個人住民税 

16歳未満 38万円 33万円 控除対象外(廃止) 
16歳以上 19歳未満 63万円 45万円 38万円 33万円 
19歳以上 23歳未満 63万円 45万円 63万円(変更なし) 45万円(変更なし)
 
③ 同居特別障害者加算の特例の改組 

 
坂出税務署からのお知らせ  

 

　子ども手当の創設に伴い、年少扶養親族（16歳未満の扶養親族）に係る扶養控除が廃止され
ます。

　特定扶養親族（16歳以上23歳未満の扶養親族）は、高校の授業料無償化に伴い、16歳以上
19歳未満の扶養親族に限って、扶養控除の上乗せ部分が廃止され、扶養控除額は33万円（所得
税38万円）になります。

　扶養親族又は控除対象配偶者が同居特別障害者である場合、扶養控除又は配偶者控除の額に
加算する措置について、年少扶養親族に係る扶養控除の廃止に伴い、特別障害者控除の額に23
万円（所得税35万円）を加算する措置に改められ、同居特別障害者に対する障害者控除の額は
53万円（所得税75万円）となります。

○平成23年分の所得税・消費税及び地方消費税の確定申告
　　所得税の申告相談及び確定申告書の受付は、2月16日（木）から3月15日（木）まで。
　　消費税及び地方消費税は4月2日（月）まで。（土・日を除く）
・申告書を作成するときは……所得税の確定申告の手引き等を参考に計算し作成してください。
　　パソコンで、国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」またはe-Taxソフトを利
　　用して所得税・消費税及び地方消費税の申告書が作成できます。
・申告書を提出するときは……「確定申告書等作成コーナー」で作成した申告書は、インター
　　ネットを利用して直接電子申告するか、Ａ４サイズの普通紙に印刷して、自分で計算し作
　　成した申告書と同様に、郵送等により提出できます。
・所得税等の納税はお早めに……期限が過ぎて申告や納税をされますと、本税のほかに加算税
　　や延滞税が必要となる場合があります。
　　詳しくは、国税庁ホームページ【http://www.nta.go.jp】をご覧いただくか、坂出税務署　
　（46-3131）に問い合わせください。一般的な相談は，自動音声案内の電話相談センターで
　　承ります。

○谷川町長も電子申告を体験
　昨年は谷川町長が国税庁ホームページの「確定申告書等作
成コーナー」を利用して、ｅ－Ｔａｘ（国税電子申告・納税
システム）を体験しました。
　「画面に従い入力するだけで簡単に申告書の作成ができた。
確定申告をする方は、このシステムを利用すれば簡単に申告
書が作成できるので、ぜひ利用してみてはどうでしょうか」
との感想を述べていました。

問　 町税務課（49－8004）
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と　
き

と　
き

と　
き

と　
き

と　
こ
　
　
ろ

と　
こ
　
　
ろ

料
定

と　
こ
　
　
ろ

料
定

問

と　
き 内主日時 場所と　

こ
　
　
ろ 主催 内容 料費用 対対象者 締期限 期期間定定員 他その他 申申し込み 問お問い合わせ

うたづの「町家」と「おひなさん」を守ってきた、古街の“暮らし”を体験する事前講座の開催！

おはなまつり (3月3日（土）のみ) 
お釈迦様の誕生を祝う行事で、白象を子どもたちが引き、お練り歩きをします。 

ルート：本妙寺 午後2時開始 → 西光寺 午後3時30分終了

今年で、第9回を迎える「うたづの町家とおひなさん」
2日間、古街の家々が、玄関や窓を開けて、みなさまをお待ちしております。

宇多津の風景、ここに暮らす人の声にも耳を傾けながら、散策をお楽しみください。

 

 

「うたづきんちゃんをつくろう」 
＆「地元伝承の折形を折ってみよう」 

昨年のおひなさんイベントでデビューした可愛
いマスコット〝うたづきんちゃん〝を古布で作り
ます。併せて、地元伝承の折形（半紙で折る胡麻
塩包み）も伝授します。 
　 2月29日（水）午後3時～5時

 
　 こめっせ宇多津 
　 500円（材料費） 
　 20人（予約制） 
※裁縫道具を持参ください。  

「プロにきく─おひなさんを包む講習会」 
ひな人形の保管方法、梱包の技をプロに学びます。  

　 2月 26日（日）午前10時～正午  
　 保健センター2階和室  
　 500円（材料費）  
　 20人（予約制） 
講 師 渋谷  啓一さん  
　　　 （香川県立ミュージアム学芸員）

※自宅のひな人形を持参ください。

第9回
 
 
 

 
倉の館三角邸に 
古今びなも登場！

●ポスター展 
2月 1日から3月4日まで
ユープラザでやってるよ！

「餅花をつくろう」 
イベント時、町なかに飾る 
餅花を一緒に作りませんか。 
　 2月21日（火）
午前9時30分～正午頃 

　 町コミュニティ会館 

　 町産業振興課 「うたづの町家とおひなさん」実行委員会事務局 (49－8009) 

と　
き

と　
こ
　
　
ろ　 3月3日（土）・4日（日）午前9時～午後5時　　 宇多津町古街

駐車場：中央公園、キッズプラザ、宇多津北小学校、スーパーセンター（一部）

「おひなさんパンフで紙袋を作ろう」  
　おひなさんパンフレットが紙袋に生まれ変わり
ます。  
　 2月13日(月)
　　　午前9時30分～正午頃

 

　 福祉センター
        

　 無料 (1人紙袋2枚まで)
 

と　
き

と　
こ
　
　
ろ

料
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広告
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締

と　
き内

と　
こ
　
　
ろ問

問

広告 と　
き

と　
こ
　
　
ろ

問

生
命
保
険
の
相
談

■
専
門
家
に
よ
る
無
料
相
談
「
保
険

ク
リ
ニ
ッ
ク
宇
多
津
店
」
で
は
今

月
末
ま
で
生
命
保
険
の
無
料
相
談

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
相
談
で

は
、
保
険
の
プ
ロ
が
中
立
な
立
場

で
現
在
加
入
中
の
保
険
の
内
容
か

ら
保
険
の
見
直
し
方
法
ま
で
丁
寧

に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
ま
す
。

■
ご
予
約
は
「
保
険
ク
リ
ニ
ッ
ク
宇

多
津
店
」
ま
で
、
相
談
は
完
全
予

約
制
。
ま
ず
は
電
話
か
H
P
か
ら

問
い
合
わ
せ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
保
険
ク
リ
ニ
ッ
ク
宇
多
津
店

　
　
０
１
２
０
ー

54
ー

０
０
５
１

　
　
月
曜
〜
土
曜
　
10
時
〜
18
時
30
分

　
　
　
　
綾
歌
郡
宇
多
津
町
浜
２
番
丁
　

　
　
19
番
17
（
宇
多
津
ビ
ブ
レ
東
隣
）

問

景
観
計
画
策
定
と
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
景
観
条
例
制
定

　
町
の
良
好
な
景
観
形
成
を
図
る

た
め
、
町
景
観
計
画
を
策
定
し
、

併
せ
て
、
そ
の
運
用
に
必
要
な
景

観
条
例
が
12
月
町
議
会
で
成
立
し

ま
し
た
。

　
計
画
や
条
例
は
、
７
月
１
日
か

ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
適
用
後
は
、

一
定
規
模
を
超
え
る
建
築
物
や
工

作
物
の
新
築
▽
増
改
築
▽
移
転
▽

外
観
変
更
を
伴
う
修
繕
▽
模
様
替

え
▽
色
彩
の
変
更
▽
土
地
の
開
発

行
為̶

̶

等
を
行
う
場
合
は
、
事

前
の
届
け
出
が
必
要
で
、
計
画
で

定
め
た
「
景
観
形
成
基
準
」
の
適

合
へ
の
配
慮
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
計
画
は
担
当
課
で
閲
覧
で
き
る

ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　
　
町
政
策
調
整
室（

49
ー

８
６
０
０
）

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は

口
座
振
替
が
お
得
で
す

　
保
険
料
納
付
に
は
、
口
座
振
替

が
利
用
で
き
ま
す
。

　
口
座
振
替
を
利
用
す
れ
ば
、
保

険
料
が
自
動
引
き
落
と
し
さ
れ
る

の
で
金
融
機
関
な
ど
に
行
く
手
間

が
省
け
る
う
え
、
納
め
忘
れ
も
な

く
便
利
で
す
。
月
々
50
円
割
引
さ

れ
る
早
割
制
度
や
割
引
額
が
多
い

６
か
月
前
納
・
１
年
前
納
も
あ
り
、

大
変
お
得
で
す
。

　
口
座
振
替
を
希
望
の
方
は
、
納

付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、

金
融
機
関
届
出
印
を
持
参
の
う
え
、

希
望
さ
れ
る
金
融
機
関
ま
た
は
年

金
事
務
所
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
24
年
４
月
か
ら
平
成
25
年

３
月
ま
で
の
１
年
前
納
の
口
座
振

替
手
続
き
は
、
平
成
24
年
２
月
末

ま
で
に
高
松
西
年
金
事
務
所
な
ど

で
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
基
金
相
談

　
　
２
月
９
日
（
木
）
午
前
10
時

〜
午
後
４
時

　
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
自
営
業
な
ど
で
働
く
方
で
、

国
民
年
金
の
上
乗
せ
年
金
と
し

て
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
基

金
の
特
徴
と
メ
リ
ッ
ト
を
説
明

し
ま
す
。

　
　
県
国
民
年
金
基
金

（
０
１
２
０
ー

６
５
ー

４
１
９
２
）

「
広
報
う
た
づ
」
の
広
告
募
集

　
平
成
24
年
４
月
号
か
ら
25
年
３

月
号
ま
で
。
広
告
掲
載
は
、
12
枠

の
予
定
で
多
数
の
場
合
は
抽
選
し

ま
す
。
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
広
報
う
た
づ
広
告
掲
載
要

領
」
で
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
３
月
12
日
（
月
）
ま
で

　
　
町
総
務
課（

49
ー

８
０
１
３
）　
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申 問

8と　
き 内主日時 場所と　

こ
　
　
ろ 主催 内容 料費用 対対象者 締期限 期期間定定員 他その他 申申し込み 問お問い合わせ

2 月の定例保健事業のご案内

○対象の方には案内が届きます。　○予約不要です。直接保健センターにお越しください。　○予約が必要です。

※育児相談・栄養相談、健康相談・骨密度測定については開催時間を示しています。上記の時間内であればいつ
　お越しいただいても結構です。

☆　　　町保健センター　（49-8008）

◇母子◇

◆成人◆

料　金　無料　　いきいき栄養教室のみ、一人につき 400円必要。

準備物　運動教室は汗拭きタオル、お茶またはお水を持参、動きやすい服装で。

　　　　メタボ予防運動教室は室内用シューズ。

　　　　いきいき栄養教室はエプロン、三角巾、手拭きタオル。

事業名

にこやかマタニティコース

はつらつ子育てコース

3か月児健診

離乳食講習会

1歳おめでとう相談

1歳 6か月児健診

3歳 6か月児健診

育児相談・栄養相談

こども相談

ことばの相談

対象者

妊婦及びその家族

平成 23年 10月生

平成 23年 9月生

平成 23年 2月生

平成 22年 6月 27日～

平成 22年 8月 6日生

平成 20年 6月 5日～

平成 20年 7月 19日生

乳幼児ならどなたでも

子どものことばや発達など

に心配や相談にある方

開催日

7 日（火）

19日（日）

3日（金）

28日（火）

21日（火）

10日（金）

17日（金）

24日（金）

20日（月）

9日（木）

受付時間※

13:15

9:30～

11:00

13:30

9:00

場所 保健センター

2 階

１階

2階

１階

備考

事業名

健康相談

病態栄養相談

骨密度測定

元気もりもり運動教室

メタボ予防運動教室

いきいき栄養教室

こころの相談

対象者

　町内在住の方なら

　　　　　　どなたでも

開催日

1・8・15・

22・29日（水）

1・15・29日（水）

22日（水）

7日（火）

12・26日（日）

23日（木）

2日（木）

受付時間※

9:00～

11:30

9:30

9:15

9:00

場所 保健センター

1 階

2階

3階

2階

1階

備考

広報02月号A4校正  12.1.30 9:01  ページ 8



9

と　
き内

と　
こ
　
　
ろ

と　
き内

と　
こ
　
　
ろ対

対対

料締問

肝
炎
治
療
に
助
成
対
象
追
加

香
川
大
学
附
属
な
ど
４
病
院
で

　
従
来
の
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
の
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
や
Ｂ
型
肝
炎

の
核
酸
ア
ナ
ロ
グ
製
剤
治
療
に
加

え
、
昨
年
12
月
26
日
か
ら
、Ｃ
型
慢

性
肝
炎
に
対
す
る
３
剤
併
用
療
法

（
ペ
グ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
等
）
が

助
成
対
象
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

当
面
、
県
内
で
治
療
可
能
な
医
療

機
関
は
、
香
川
大
学
附
属
病
院
、

県
立
中
央
病
院
、
高
松
市
民
病
院
、

三
豊
総
合
病
院
に
限
定
さ
れ
ま
す
。

○
申
請
手
続
き
　
居
住
地
の
管
轄

保
健
所

○
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
・
医
療
費

助
成
に
関
す
る
相
談
窓
口
　
　

県
中
讃
保
健
福
祉
事
務
所
保
健

対
策
第
一
課

（
０
８
７
７
ー

２
４
ー

９
９
６
２
）

○
肝
炎
治
療
に
関
す
る
相
談
窓
口

　
県
立
中
央
病
院
　
地
域
連
携
室

（
０
８
７
ー

８
３
５
ー

２
２
２
２
）

　
香
川
大
学
医
学
部
附
属
病
院

（
０
８
７
ー

８
９
１
ー

２
４
１
７
）

が
ん
検
診
に
つ
い
て

　
今
年
度
の
が
ん
検
診
は
も
う
お

済
み
で
す
か
？
　
ま
だ
の
方
は
お

急
ぎ
く
だ
さ
い
。
ク
ー
ポ
ン
券
の

対
象
と
な
る
方
は
有
効
期
限
内
で

あ
れ
ば
該
当
す
る
検
診
を
無
料
で

受
診
で
き
ま
す
。
対
象
者
は 

表
１ 

の
と
お
り
で
す
。

ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限

　
平
成
24
年
２
月
29
日
（
水
）

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ

ブ
ワ
ク
チ
ン
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て

　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
等

の
予
防
接
種
を
希
望
の
方
は
早
め

に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

　
　
中
学
１
年
生
（
13
歳
相
当
）　

　
〜
高
校
１
年
生
（
16
歳
相
当
）　

ヒ
ブ
・
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
　
生
後
２
か
月
齢
以
上
５
歳
未

　
満
（
接
種
時
）

健
康
講
演
会

　
現
役
の
内
科
医
師
に
よ
る
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。
健
康
診
査
結

果
の
見
方
や
治
療
法
の
選
び
方
、

内
服
管
理
な
ど
、
日
頃
聞
け
な
い

こ
と
を
ゆ
っ
く
り
聞
い
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
　
２
月
29
日
（
水
）

　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
　（
受
付
　
午
後
１
時
）

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　『
生
活
習
慣
病
の
お
話
し
』

　
講
師
　
陶
病
院
（
綾
川
町
）

　
　
　
　
大
原
　
昌
樹
・
院
長

　
◎
質
問
・
相
談
タ
イ
ム

▼
持
参
物

　
健
康
診
査
の
受
診
結
果
通
知
表

　（
お
持
ち
の
方
の
み
）

男
性
料
理
講
習
会

　
料
理
に
興
味
は
あ
る
け
れ
ど
な

か
な
か
き
っ
か
け
が
な
い
、
と
い

う
男
性
は
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
講
習
会
を
機
に
料
理

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
２
月
９
日
（
木
）

　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

　
　（
受
付
　
午
前
９
時
15
分
）

　
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
栄
養

　
指
導
室
（
和
室
）

　
　
◎
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
お
話

　
◎
調
理
実
習
「
お
い
し
く
簡
単
！

　
バ
ラ
ン
ス
食
」

　
　
男
性
希
望
者
約
20
人
程
度

　
　（
夫
婦
で
の
参
加
可
）

　
　
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
・

　
当
日
徴
収
）

　
　
２
月
７
日
（
火
）

▼
持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
手
拭
き

　
タ
オ
ル
・
筆
記
用
具

　
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

（
49
ー

８
０
０
８
）
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対 と　
き

と　
こ
　
　
ろ

と　
き

と　
こ
　
　
ろ

料

料

申
問

内他

10と　
き 内主日時 場所と　

こ
　
　
ろ 主催 内容 料費用 対対象者 締期限 期期間定定員 他その他 申申し込み 問お問い合わせ

連
載
①

2月の予定

折り紙⑪「おひなさま」

日 曜日 内　　容

（金）3日

音楽関係⑦笑いヨガでリラックス

（金）10日 好きなこと⑨
バルーンアート②

お休み（定例会③）

（金）17日

（金）24日

総
合
相
談

（延人員）

介護・日常生活

サービスの利用

医　　療

所得・家庭生活

介 護 予 防 支 援

計

79

18

8

0

108

213

●
認
知
症
の
家
族
会

　
　「
ど
ん
ぐ
り
の
会
」

　
認
知
症
は
、
誰
で
も
起
こ
り
う

る
ご
く
身
近
な
病
気
で
す
。
身
近

な
方
の
介
護
で
悩
ん
で
い
る
方
、

不
安
な
気
持
ち
を
話
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

　※

今
回
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
認
知
症
の
家
族
を
支
え
る
活

動
を
高
松
市
で
取
り
組
ん
で
い
る

「
夕
映
え
の
会
」
世
話
人
の
藤
田
浩

子
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
の
座
談
会

で
す
。

　
　
２
月
１
日
（
水
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
認
知
症
の
方
の
介
護
経
験
を

お
持
ち
の
方
の
交
流
会

　
　
無
料

　
　
申
し
込
み
不
要
。
秘
密
厳
守
。

相
談
は
随
時
、
受
け
付
け
。

●
集
い
の
場
「
こ
す
も
す
」

　
　
参
加
者
募
集
！

　
高
齢
者
の
集
い
の
場
所
で
す
。

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
も
参
加
し

て
い
ま
す
。
楽
し
い
ひ
と
時
を
す

ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
新
し
い
方
、
大
歓
迎
で
す
。

　　
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
町
内
の
概
ね
65
才
以
上
の
方

　
　
無
料

●
セ
ン
タ
ー
の
12
月
の
相
談
実
積

　
　
　
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
49
ー

８
７
４
０
）

（
よ
く
　
は
な
し
を
）

　
近
時
記
憶
障
害
と

　
　
　
　
　
も
の
盗
ら
れ
妄
想

　
認
知
症
の
中
で
最
も
多
い
タ
イ

プ
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

で
す
。
全
体
の
約
６
割
を
占
め
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
型
認
知
症
の
初
期
に
よ
く

み
ら
れ
る
症
状
の
一
つ
に
近
時
記

憶
障
害
が
あ
り
ま
す
。
約
束
や
用

件
を
忘
れ
た
り
、
一
度
話
し
た
内

容
を
忘
れ
て
何
度
も
同
じ
話
を
繰

り
返
す
な
ど
、
最
近
体
験
し
た
こ

と
を
す
っ
か
り
忘
れ
る
こ
と
が

徐
々
に
目
立
っ
て
き
ま
す
。
一
方
、

初
期
に
は
子
供
の
こ
ろ
の
思
い
出

や
家
族
の
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
診
察
場
面

で
は
、
あ
ら
か
じ
め
ご
家
族
か
ら

情
報
を
得
て
お
い
て
、「
今
日
は
病

院
に
は
ど
う
や
っ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
か
？
」「
昨
日
の
夕
食
は
何
を
食

べ
ま
し
た
か
？
」
な
ど
質
問
し
近

時
記
憶
障
害
の
有
無
を
確
認
し
ま

す
。

　
財
布
や
貯
金
通
帳
を
し
ま
い
直

し
た
の
に
そ
れ
を
す
っ
か
り
忘
れ

て
し
ま
い
、
本
来
あ
る
べ
き
場
所

に
な
い
の
で
「
誰
か
に
盗
ら
れ
た
」

と
訴
え
る
こ
と
を
も
の
盗
ら
れ
妄

想
と
い
い
ま
す
。「
妄
想
」
と
い
う

よ
り
は
、
近
時
記
憶
障
害
か
ら
発

展
し
た
誤
認
と
い
う
べ
き
症
状
で

す
。
身
近
で
世
話
を
し
て
く
れ
る

娘
さ
ん
や
お
嫁
さ
ん
を
犯
人
よ
ば

わ
り
す
る
こ
と
が
多
く
、
家
族
が

対
応
に
苦
慮
す
る
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
対
応
の
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
は
、
本
人
を
叱
る
の
で
は

な
く
「
大
事
な
物
を
な
く
し
て
困
っ

て
い
る
」
気
持
ち
を
理
解
し
、「
一

緒
に
さ
が
し
ま
し
ょ
う
」
と
声
を

か
け
ま
し
ょ
う
。
な
く
し
た
物
を

本
人
が
発
見
す
る
よ
う
に
し
む
け
、

「
み
つ
か
っ
て
よ
か
っ
た
ね
」
と
共

感
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　（
滝
宮
総
合
病
院
　
　
　
　
　
　

　
　
心
療
内
科
物
忘
れ
外
来

中
村 

光
夫
・
医
師
）　 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
）

か
ら
の
お
知
ら
せ

認
知
症
を
理
解
す
る
た
め
の

キ
ー
ワ
ー
ド
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町
誌
か
ら
見
た
宇
多
津

も
っ
と
知
ろ
う
宇
多
津
町

　
歴
史
の
重
み
感
じ
る

　
　
　
　
　
宇
夫
階
神
社
　

　
今
年
の
正
月
に
、
宇
夫
階
神
社

へ
参
拝
し
、
１
年
の
無
事
を
お
祈

り
し
た
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
同
神
社
の
創
建
は
、
紀
元
前
と

と
て
も
古
く
、
か
つ
て
は
津
之
郷

で
宇
夫
志
奈
大
神
と
称
え
ら
れ
、

ま
つ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
平
安
時
代
の
歴
史
書
に
も
記
載

さ
れ
て
お
り
、
古
く
は
宇
多
津
だ

け
で
な
く
、
土
器
・
川
津
・
飯
野
・

坂
元
と
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
の

産
士
神
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
明
治
５
年
（
１
８
７
２
年
）
に

は
社
格
郷
社
と
定
め
ら
れ
、
明
治

27
年
（
１
８
９
４
年
）
に
は
県
社

に
昇
格
し
た
県
内
有
数
の
神
社
で

あ
り
、
平
成
19
年
に
は
御
遷
座
千

二
百
年
記
念
の
大
祭
も
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　
神
社
は
、
昭
和
16
年
の
紀
元
二

六
〇
〇
年
記
念
事
業
で
、
木
造
桧

皮
葺
の
建
物
に
改
築
さ
れ
ま
し
た

が
、
昭
和
48
年
７
月
に
、
思
い
が

け
な
い
災
禍
に
よ
っ
て
全
焼
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
昭
和
51
年
、
焼
失
か
ら
わ
ず
か

３
年
で
神
明
造
の
現
在
の
社
殿
が
、

再
建
さ
れ
ま
し
た
。
本
殿
は
、
伊

勢
神
宮
外
宮
の
第
一
別
宮
、
多
賀

宮
御
正
殿
を
移
築
、
復
元
造
営
し

た
も
の
で
、
貴
重
な
国
民
的
財
産

と
し
て
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財

に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
社
殿
後
方
に
は
、
巨
大
な
岩
石

が
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

同
神
社
創
建
前
か
ら
の
古
代
祭
祀

の
遺
構
と
い
わ
れ
、
町
指
定
天
然

記
念
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
く
後
方
に
金
刀
比
羅
神
社

が
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ

に
か
け
ら
れ
て
い
る
「
青
山
真
景

図
」
絵
馬
額
は
、
安
政
２
年
（
１

８
５
５
年
）
当
時
の
町
並
み
の
様

子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時

代
か
ら
今
も
変
わ
ら
な
い
宇
多
津

の
姿
に
歴
史
の
重
み
が
感
じ
ら
れ
、

町
指
定
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
じ
境
内
に
あ
る
塩
竈

神
社
は
、
江
戸
時
代
か
ら
ま
つ
ら

れ
て
い
た
東
塩
竈
神
社
と
明
治
６

年
（
１
８
７
３
年
）
に
ま
つ
ら
れ

た
西
塩
竈
神
社
を
昭
和
９
年
、
宇

夫
階
神
社
境
内
に
遷
座
し
、
塩
田

守
護
の
大
神
と
し
て
お
ま
つ
り
し

た
も
の
で
す
。

　
宇
夫
階
神
社
の
境
内
に
は
、
塩

竈
神
社
を
は
じ
め
、
忠
魂
社
・
神

輿
倉
・
社
務
所
な
ど
９
棟
が
国
の

登
録
有
形
文
化
財
で
、
い
ず
れ
も

宇
多
津
の
歴
史
を
知
る
う
え
で
貴

重
な
社
と
し
て
、
町
民
か
ら
親
し

ま
れ
崇
拝
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
長
尾
順
二
）

好
評
発
売
中

「
続
　
宇
多
津
町
誌
」（
定
価
１

冊
３
０
０
０
円
）
は
、
町
教
育

委
員
会
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

あ
る
会
社
の
転
換

　
Ａ
酒
造
会
社
は
、
差
別
図
書
『
部

落
地
名
総
鑑
』
を
購
入
し
て
厳
し

い
批
判
を
受
け
、
考
え
方
を
転
換

し
ま
し
た
。
現
在
、
同
社
は
「
兵

庫
県
人
権
啓
発
企
業
連
絡
会
」（
兵

庫
人
企
連
・
41
社
）
の
代
表
幹
事

社
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
同

会
は
▽
社
内
人
権
啓
発
▽
公
正
採

用
▽
働
き
が
い
の
あ
る
明
る
い
職

場
づ
く
り

ー
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　『
部
落
地
名
総
鑑
』
事
件
を
契
機

に
、
各
企
業
で
公
正
採
用
の
取
り

組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

推
進
員
の
設
置

　
現
在
、
厚
生
労
働
省
は
「
公
正

採
用
選
考
人
権
啓
発
推
進
員
」（
推

進
員
）
を
各
社
に
設
置
し
、
差
別

採
用
を
無
く
す
よ
う
指
導
し
て
い

ま
す
。
推
進
員
の
目
的
は
、
雇
用

主
が
同
和
問
題
を
正
し
く
理
解
し
、

公
正
な
採
用
を
行
う
よ
う
に
努
め

る
こ
と
で
す
。
従
業
員
１
０
０
人

以
上
の
事
業
所
（
１
０
０
人
未
満

で
も
地
区
住
民
の
雇
用
が
期
待
さ

れ
る
事
業
所
、
過
去
に
差
別
事
件

を
起
こ
し
た
事
業
所
）
に
設
置
し

ま
す
。
香
川
県
で
は
、
50
人
以
上

の
事
業
所
に
設
置
す
る
よ
う
指
導

し
て
い
ま
す
。

　
高
等
学
校
な
ど
で
は
、
採
用
差

別
を
防
止
す
る
た
め
、
面
接
で
は

本
籍
や
家
族
の
職
業
・
続
柄
・
身

元
調
査
な
ど
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

関
わ
る
も
の
や
差
別
意
識
を
呼
び

起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
る
質
問
を
し

な
い
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

履
歴
書
は
「
統
一
応
募
用
紙
」（
本

籍
な
ど
身
元
調
査
に
つ
な
が
る
項

目
を
削
除
し
た
も
の
）
を
使
用
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
次
号
に
続
く
）

人
権
コ
ラ
ム

「
就
労
差
別
」②
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こ
　
　
ろ 主催 内容 料費用 対対象者 締期限定定員 他その他 申申し込み 問

問

お問い合わせ

人
権
擁
護
委
員
に
黒
田
さ
ん
を

再
任

　
黒
田
紀
子
さ
ん
＝

写
真
＝

が
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
人
権
擁
護

委
員
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
平
成
24
年
１
月
１
日

か
ら
平
成
26
年
12
月
31
日
ま
で
で

す
。

「
環
境
保
全
活
動
功
労
者
表
彰
」

宇
多
津
小
学
校
に
伝
達

　
宇
多
津
小
学
校
が
12
月
26
日
、

香
川
県
庁
で
平
成
23
年
度
環
境
省

水
・
土
壌
環
境
保
全
活
動
功
労
者

表
彰
の
伝
達
を
受
け
ま
し
た
。

　
長
年
に
わ
た
り
大
束
川
の
清
掃

や
水
質
・
水
生
生
物
の
調
査
、
河

川
の
緑
化
運
動
（
ス
イ
セ
ン
の
植

え
付
け
）
な
ど
、
地
域
の
水
環
境

保
全
運
動
に
積
極
的
に
参
加
・
協

力
し
た
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
式
に
は
、
代
表
の
南
仁
也
さ
ん
、

則
久
未
玖
さ
ん
、
濱
田
夢
叶
さ
ん

の
４
年
生
３
人
が
出
席
し
、
県
環

境
森
林
部
長
よ
り
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
出
初
式

　
消
防
団
出
初
式
が
１
月
８
日
、

宇
多
津
小
学
校
運
動
場
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
式
で
は
、
谷
川
町
長
の
あ
い
さ

つ
に
続
い
て
住
野
団
長
の
訓
辞
が

あ
り
、「
昨
年
は
災
害
、
と
り
わ
け

風
水
害
が
大
変
多
か
っ
た
年
で

あ
っ
た
。
今
後
も
様
々
な
災
害
に

備
え
る
べ
く
、
団
員
自
ら
安
全
に

心
が
け
、
活
動
に
尽
力
し
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
功
績
者
表
彰
や
乗
用

車
の
事
故
を
想
定
し
た
救
助
訓
練

な
ど
が
行
わ
れ
、
最
後
は
消
防
車

に
よ
る
一
斉
放
水
で
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

〈
表
彰
者
〉

　
▼
永
年
勤
続
20
年
表
彰
　
本
田

侍
郎
（
第
１
分
団
団
員
）
大
平
幸

弘
（
第
３
分
団
団
員
）
中
村
次
郎

（
同
）
水
野
功
一
（
第
５
分
団
班
長
）

末
包
敏
浩
（
第
５
分
団
団
員
）
野

田
計
一
、
大
畑
靖
志
、
宮
本
嘉
彦
、

小
西
智
也
（
以
上
第
６
分
団
団
員
）

　
▼
優
良
団
員
表
彰
　
三
谷
真
平

（
第
１
分
団
班
長
）
阿
野
数
正
（
第

１
分
団
団
員
）
佐
藤
弘
平
（
同
）

野
田
陽
彦
（
第
６
分
団
団
員
）

「
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
」

使
い
方
講
習
会

　
家
庭
か
ら
排
出
す
る
生
ご
み
の

減
量
化
を
目
的
に
講
習
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
常
岡
恭
世
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
指
導
で
、
モ
ニ
タ
ー
に
登

録
し
て
い
る
35
人
が
９
月
か
ら
12

月
ま
で
の
計
４
回
、
ダ
ン
ボ
ー
ル

コ
ン
ポ
ス
ト
の
使
用
方
法
を
学
ぶ

と
と
も
に
、
失
敗
談
や
自
ら
工
夫

し
た
こ
と
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
最
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
モ

ニ
タ
ー
全
員
が
「
ご
み
の
減
量
化

に
と
て
も
効
果
が
あ
っ
た
」
と
回

答
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
町
住
民
生
活
課（

49
ー

８
０
０
０
）

交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
へ

「
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃
」

町
交
通
安
全
母
の
会

　
交
通
安
全
母
の
会
は
12
月
11
日
、

町
内
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃
と
交

差
点
な
ど
の
足
型
塗
り
を
行
い
ま

し
た
。
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
、
ほ
こ

り
や
汚
れ
を
洗
い
流
す
と
、
く
っ

き
り
写
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

消
え
か
か
っ
て
い
た
足
型
も
塗
り

直
し
、
止
ま
る
位
置
が
良
く
わ
か

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、

交
差
点
で
は
、
一
時
停
止
や
ミ
ラ
ー

な
ど
で
左
右
を
良
く
確
認
し
、
交

通
事
故
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
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13

問

県
下
10
㎞
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

新
春
子
ど
も
健
脚
大
会

　
１
月
２
日
、
正
月
恒
例
の
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
大
会
が
開
催
さ
れ
、
今

年
で
60
回
を
迎
え
、
県
内
外
か
ら

約
２
８
０
人
の
選
手
が
参
加
し
、

日
頃
鍛
え
た
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　
各
種
目
の
上
位
入
賞
者
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

〈
上
位
の
結
果
は
次
の
通
り
〉

●
新
春
子
ど
も
健
脚
大
会

　﹇
１
年
生
の
部
﹈
男
子
①
松
川
翔

音
（
川
津
小
）②
大
谷
駿
哉
（
宇
小
）

③
佐
野
友
哉
（
香
西
小
）
女
子
①

搆
口
美
颯
（
宇
北
小
）②
齊
田
愛
実

（
宇
北
小
）③
藤
田
ひ
ま
り
（
熊
野

小
）﹇
２
年
生
の
部
﹈
男
子
①
白
川

光
希
（
宇
小
）②
元
谷
天
飛
（
宇
北

小
）③
大
西
岳
人
（
萩
原
小
）
女
子

①
岡
田
夏
月
（
陶
小
）②
柳
生
し
ず

く
（
一
宮
小
）③
三
谷
樹
音
（
宇
小
）

﹇
３
年
生
の
部
﹈
男
子
①
金
生
大
翔

（
飯
山
北
小
）②
東
山
立
樹
（
川
津

小
）③
中
村
元
（
金
生
第
二
小
）
女

子
①
森
次
結
（
宇
小
）②
竹
内
寧
々

（
宇
小
）③
山
口
実
桜
（
瀬
居
小
）﹇
４

年
生
の
部
﹈
男
子
①
佃
魁
生
（
宇

北
小
）②
寺
井
真
斗
依
（
川
津
小
）

③
池
口
黎
於
（
川
津
小
）
女
子
①

森
本
栞
梨
（
宇
小
）②
野
方
梨
々
花

（
川
津
小
）③
野
方
萌
々
花
（
川
津

小
）﹇
５
年
生
の
部
﹈
男
子
①
東
山

玲
士
（
川
津
小
）②
山
口
竜
之
輔
（
郡

家
小
）③
澤
井
駿
輔
（
川
津
小
）
女

子
①
福
原
花
奈
子
（
宇
小
）②
山
野

夢
叶
（
城
南
小
）③
大
塚
舞
香
（
宇

北
小
）﹇
６
年
生
の
部
﹈
男
子
①
野

方
魁
斗
（
川
津
小
）②
西
拓
都
（
飯

山
北
小
）③
川
北
晏
生
（
志
度
小
）

女
子
①
森
本
紗
彗
（
宇
小
）②
中
村

佳
菜
子
（
宇
小
）③
岡
田
神
月
（
陶

小
）

●
10
㎞
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

　﹇
10
㎞
の
部
﹈①
藤
田
裕
也
②
山

下
貴
博
③
白
井
秀
昇
﹇
５
㎞
の
部
﹈

①
橋
川
正
信
②
竹
内
元
③
今
村
悟

朗
﹇
３
㎞
（
中
学
生
男
子
）
の
部
﹈

①
山
岡
勇
亮
（
和
光
中
）②
川
北
泰

誠
（
志
度
中
）③
大
塚
陸
人
（
宇
中
）

﹇
３
㎞
（
中
学
生
以
上
女
子
）
の
部
﹈

①
真
鍋
明
佳
②
西
山
翔
子
③
大
久

保
広
美

宇
多
津
カ
ッ
プ

宇
多
津
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

　「
宇
多
津
カ
ッ
プ
６
年
生
大
会
」

が
１
月
８
日
・
９
日
、
瀬
戸
大
橋

記
念
公
園
球
技
場
（
坂
出
市
）
で

開
か
れ
ま
し
た
。
県
内
の
チ
ー
ム

の
ほ
か
、
岡
山
県
の
チ
ー
ム
も
加

わ
り
、
９
チ
ー
ム
で
、
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
宇
多
津
サ
ッ
カ
ー
ク

ラ
ブ
が
、
12
月
の
香
川
県
ジ
ュ
ニ

ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
準
優
勝

に
続
き
、
今
大
会
は
優
勝
と
い
う

最
高
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

イ
キ
イ
キ
健
康
フ
ェ
ス
タ
＆
　

　
　
　
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
教
室

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

Ｄ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ（
デ
ィ
ス
ポ
ル
ト
）

キ
ラ
キ
ラ
う
た
づ

　
イ
キ
イ
キ
健
康
フ
ェ
ス
タ
（
ス

ポ
ー
ツ
吹
矢
・
ミ
ニ
テ
ニ
ス
）
を

12
月
11
日
、
北
小
体
育
館
で
開
き

ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
は
、
協

会
の
木
村
会
長
と
宮
武
副
会
長
か

ら
呼
吸
法
や
動
作
の
説
明
を
受
け
、

試
合
を
行
い
ま
し
た
。
ミ
ニ
テ
ニ

ス
で
は
、
香
南
し
し
ま
る
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
を
招
き
、
ジ
ュ
ニ
ア
低

学
年
、
ジ
ュ
ニ
ア
高
学
年
、
一
般
、

親
子
に
分
け
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で

試
合
を
し
ま
し
た
。

　
12
月
23
日
に
は
、
ト
レ
ス
タ
白

山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
、
ア
イ

ス
ス
ケ
ー
ト
教
室
を
開
き
、
全
く

す
べ
れ
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
も

す
ぐ
に
す
べ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

追
い
か
け
っ
こ
を
す
る
な
ど
、
楽

し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
Ｄ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ（
デ
ィ
ス
ポ

ル
ト
）・
キ
ラ
キ
ラ
う
た
づ
事
務

局
　（
０
９
０
ー

８
１
６
６
ー

３
３
８
６

　
０
５
０
ー

１
４
０
３
ー

６
３
７

４
　info@

disport-kirakira.jp

）

ＦＡＸ
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14と　
き 内主日時 場所と　

こ
　
　
ろ 主催 内容 料費用 対対象者 締期限定定員 他その他 申申し込み 問お問い合わせ

12
／
７

劇
や
歌
に
よ
る

　
　
　
　「
な
か
よ
し
集
会
」

　
宇
多
津
小
学
校

　「
な
か
よ
し
集
会
」
を
し
ま
し
た
。

授
業
で
学
ん
だ
人
権
や
命
の
大
切

さ
を
、
劇
や
歌
な
ど
で
発
表
し
ま

し
た
。
こ
の
集
会
を
通
し
て
、
や

さ
し
い
心
が
た
く
さ
ん
増
え
ま
し

た
。

12
／
７

声
援
受
け
て「
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

宇
多
津
北
小
学
校

　
校
長
先
生
の
合
図
で
、
各
学
年

男
女
ご
と
に
、
ス
タ
ー
ト
！
　
沿

道
に
は
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ

ん
、
か
わ
い
い
園
児
た
ち
の
声
援

が
心
に
響
き
、
力
が
湧
き
あ
が
り
、

み
ん
な
で
走
り
抜
き
ま
し
た
。

１
／
４

「
新
春
お
め
で
と
う
会
」

中
央
保
育
所

　
全
員
が
遊
戯
室
に
集
ま
り
、「
お

め
で
と
う
会
」
を
開
き
ま
し
た
。

年
賀
状
を
紹
介
し
た
り
、
羽
根
つ

き
・
こ
ま
回
し
な
ど
を
し
た
り
、

皆
で
お
正
月
の
遊
び
を
楽
し
み
ま

し
た
。

１
／
13

仲
よ
く
手
を
つ
な
ぎ

聖
徳
院
へ
参
拝

青
山
幼
稚
園

　
年
中
組
と
年
長
組
で
仲
良
く
手

を
つ
な
ぎ
、
聖
徳
院
へ
お
参
り
に

行
き
ま
し
た
。
自
分
た
ち
が
書
い

た
絵
馬
を
見
つ
け
て
大
喜
び
す
る

子
ど
も
た
ち
。
手
を
合
わ
せ
て
今

年
の
お
願
い
事
を
す
る
か
わ
い
ら

し
い
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
を
外
で
遊
ば
せ
た
い
の

で
す
が
、
下
の
子
ど
も
が
小
さ
い

の
で
一
緒
に
遊
ん
で
や
れ
ま
せ
ん
。

家
の
中
で
い
て
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
発
散
で
き
る
遊
び
は
あ
り
ま
す

か
。

　『
２
月
！
　
節
分
か
ら
立
春
へ
』

　
一
年
中
で
最
も
寒
い
季
節
で
す

が
、
立
春
（
２
月
４
日
）
は
暦
の

上
で
は
『
春
』
で
す
。
三
寒
四
温

と
い
う
よ
う
に
、
振
り
そ
そ
ぐ
太

陽
の
光
か
ら
、
春
の
気
配
も
感
じ

ら
れ
、
春
立
つ
陽
気
に
氷
も
溶
け

だ
し
ま
す
。
や
が
て
水
ぬ
る
む
頃

に
な
る
と
、
草
木
は
芽
吹
き
始
め
、

そ
れ
を
合
図
に
農
家
で
は
農
耕
の

準
備
を
始
め
る
季
節
で
も
あ
り
ま

す
。

　
さ
て
、
相
談
者
の
よ
う
に
小
さ

い
子
ど
も
が
い
る
家
庭
で
は
、
風

邪
を
ひ
く
の
を
心
配
し
て
、
外
で

遊
ぶ
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
す
ね
。

室
内
で
遊
び
な
が
ら
、
し
な
や
か

な
か
ら
だ
作
り
に
つ
な
が
る
『
親

子
ヨ
ガ
』
を
紹
介
し
ま
す
。

　
子
育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

　『
親
子
ヨ
ガ
』
は
、
２
歳
〜
６
歳

ぐ
ら
い
の
子
ど
も
に
お
勧
め
の
や

さ
し
い
ヨ
ガ
で
す
。
さ
あ
、
お
子

さ
ん
と
一
緒
に
ヨ
ガ
で
か
ら
だ
や

心
を
温
め
ま
し
ょ
う
。

【
シ
ー
ソ
ー
の
ポ
ー
ズ

ぎ
っ
こ
ん
　
ば
っ
た
ん
】

【
ス
テ
ッ
プ
オ
ン
・
ス
テ
ッ
プ
オ
ン

足
ふ
み
っ
こ
】

両
手
を
つ
な
ぎ
、
声
を
か
け
な

が
ら
ゆ
っ
く
り
と
前
後
に
体
を

倒
し
ま
す
。

手
を
つ
な
い
だ
ま
ま
、
ふ
む
方

は
足
を
伸
ば
し
て
相
手
の
足
を

ふ
み
、
ふ
ま
れ
た
方
は
ふ
ま
れ

そ
う
に
な
っ
た
ら
、
さ
っ
と
逃

げ
ま
す
。
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15

２
年
生
が
平
和
学
習
講
演
会

　
２
年
生
全
員
が
12
月
14
日
、
平

和
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
３
年
生
に
な
る
と
修
学
旅
行
で

沖
縄
を
訪
れ
ま
す
。
事
前
学
習
と

し
て
県
原
爆
被
爆
者
協
議
会
の
奥

原
美
重
子
さ
ん
、
村
上
哲
三
さ
ん
、

武
下
タ
ケ
コ
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

66
年
前
の
被
爆
体
験
を
通
し
、「
原

爆
の
悲
惨
さ
」
と
「
命
の
大
切
さ
」

を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
戦

争
で
自
ら
死
ん
だ
人
は
い
な
い
。

私
た
ち
に
は
も
う
年
が
足
り
な
い
。

皆
さ
ん
の
若
い
力
で
本
当
に
幸
せ

な
世
界
を
実
現
し
て
ほ
し
い
」
と

生
徒
た
ち
に
熱
い
思
い
を
伝
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

人
権
学
習
講
演
会

　
12
月
16
日
、
セ
カ
ン
ド
ハ
ン
ド

創
立
者
の
新
田
恭
子
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、
全
校
人
権
学
習
講
演
会

を
開
き
ま
し
た
。
セ
カ
ン
ド
ハ
ン

ド
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ッ
プ

を
運
営
し
、
そ
の
売
上
金
で
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
支

援
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　　「
新
田
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、
セ

カ
ン
ド
ハ
ン
ド
が
ど
の
よ
う
に
し

て
で
き
た
の
か
が
よ
く
分
か
り
ま

し
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
数
十
年
前

に
ポ
ル
ポ
ト
と
い
う
時
代
が
あ
っ

た
こ
と
を
知
り
、
そ
の
話
を
聞
く

う
ち
に
今
の
日
本
が
ど
れ
だ
け
平

和
で
快
適
な
の
か
、
よ
く
理
解
で

き
ま
し
た
。
新
田
さ
ん
の
行
動
力

や
考
え
は
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま

す
。
私
も
何
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
て
み
た
い
で
す
」（
生
徒
の
感
想

よ
り
）

宇
多
津
検
定

　
12
月
12
日
に
宇
多
津
検
定
を
実

施
し
ま
し
た
。
宇
多
津
検
定
は
子

ど
も
た
ち
が
、
町
の
地
理
や
産
業
、

歴
史
や
文
化
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
で

「
郷
土
の
す
ば
ら
し
さ
」
を
再
認
識

し
、「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
誇
り
に
思

う
心
」
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
ま
す
。

　　
商
工
会
前
の
ま
ん
よ
う
公
園
に

設
置
し
て
い
る
歌
碑
に
つ
い
て
問

題
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

『（
　
　
　
）
の
海
女
を
と
め
ら
が

　
焼
く
塩
の
思
ひ
ぞ
焼
く
る

　
わ
が
下
ご
こ
ろ
』

　
右
の
万
葉
集
の
（
　
　
　
）
の

中
に
入
る
地
名
を
答
え
な
さ
い
。

宇
多
津
中
学
校
　
栄
光
の
記
録

□
綾
歌
・
坂
出
地
区
新
人
大
会

　
〈
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
〉

　
　
優
　
勝
　
宇
多
津
中
女
子

　
　
・
三
浦
春
菜
　
・
古
本
夏
巳

　
　
・
岡
田
結
花
　
・
鶴
田
千
晴

　
　
・
寺
岡
里
紗
　
・
金
井
那
樹

　
　
・
阿
野
こ
ま
き
・
島
田
瑠
璃

　
　
・
中
村
優
衣
　
・
山
川
佳
奈

□
香
川
県
中
学
校
新
人
大
会

　
〈
水
泳
競
技
〉

　
　
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　
　
優
　
勝
　
藤
本
　
啓
士
朗

　
　
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　
　
優
　
勝
　
藤
本
　
啓
士
朗

□
四
国
中
学
生
新
人
大
会

　〈
硬
式
テ
ニ
ス
競
技
〉

　
　
第
３
位
　
宇
多
津
中
男
子

　
　
・
角
道
芳
文
　
・
島
田
吉
久

　
　
・
横
田
　
遼
　
・
永
井
和
都

　
　
・
岸
本
　
拓
　
・
中
野
麟
太
郎

　
　
・
岡
田
　
薫
　
・
糸
谷
涼
雅

　
　
・
近
藤
雄
太
　
・
山
本
春
輝

　
　
・
大
石
光
輝

□
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
　

　
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
優
　
秀
　
西
角
　
彩
貴

 

部
活
動
紹
介

 

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は

現
在
、
１
年
生
３
人
、
２
年
生
９

人
の
計
12
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
大
好
き
な

私
た
ち
は
、「
中
学
生
ら
し
く
元
気

で
粘
り
強
く
、
最
後
ま
で
あ
き
ら

め
な
い
プ
レ
ー
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

日
々
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
夏
の
総
体
で
の
目
標
は
、
綾
歌
・

坂
出
ブ
ロ
ッ
ク
で
優
勝
し
、
県
総

体
に
出
場
す
る
こ
と
で
す
。
一
つ

で
も
多
く
勝
ち
進
め
る
よ
う
に
先

生
や
コ
ー
チ
か
ら
指
導
さ
れ
た
こ

と
を
試
合
の
中
の
プ
レ
ー
で
生
か

し
て
、
チ
ー
ム
全
員
の
力
を
合
わ

せ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
今
後
と
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

被爆体験談に聞き入る生徒たち

カンボジアへの国際協力を語る新田さん

「宇多津検定」に取り組む生徒たち「宇多津検定」に取り組む生徒たち「宇多津検定」に取り組む生徒たち
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今
年
も
よ
ろ
し
く
、
み
ん
な
の
児
童
館

問

16と　
き 内主日時 場所と　

こ
　
　
ろ 主催 内容 料費用 対対象者 締期限 期期間定定員 他その他 申申し込み 問お問い合わせ

　
２
月
３
日
は
「
節
分
の
日
」
で
す
。

こ
の
季
節
に
な
る
と
、
か
つ
て
夕

暮
れ
時
に
ひ
い
ら
ぎ
の
枝
に
鰯
（
イ

ワ
シ
）
の
頭
を
刺
し
て
玄
関
の
戸

口
に
立
て
、
豆
ま
き
を
し
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。

　
翌
日
は
立
春
で
、
暖
か
い
春
が

待
ち
遠
し
い
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

　
毎
年
１
月
は
、
大
束
川
の
清
掃

を
し
て
い
ま
す
。
不
法
投
棄
の
た

え
な
い
現
状
で
す
が
、
私
た
ち
が

住
ん
で
い
る
ま
ち
の
河
川
を
本
当

に
大
切
に
し
た
い
と
思
い
、
婦
人

会
か
ら
も
多
く
の
会
員
が
参
加
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
３
月
に
は
「
町
家
と
お

ひ
な
さ
ん
」
が
あ
り
ま
す
。
婦
人

会
は
、
お
茶
会
を
催
す
予
定
で
す
。

春
の
一
日
を
の
ん
び
り
と
し
て
、

一
服
の
お
抹
茶
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か…

…

。
一
同
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　
み
ん
な
で
ペ
ッ
タ
ン
！

　 

楽
し
い
キ
ッ
ズ
の

　
　「
新
春
も
ち
つ
き
大
会
」

　
１
月
15
日
、
キ
ッ
ズ
恒
例
行
事

「
新
春
も
ち
つ
き
大
会
」
を
開
き
ま

し
た
。
鵜
足
津
友
の
会
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、

幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で
55
人
全
員

が
黒
米
の
も
ち
つ
き
に
挑
戦
し
、

か
る
た
と
り
も
し
て
み
ん
な
で
楽

し
み
ま
し
た
。

　「
こ
ど
も
の
広
場
」

　
今
年
度
最
後
の
「
こ
ど
も
の
広

場
」
が
、１
月
11
日
に
あ
り
ま
し
た
。

０
歳
〜
３
歳
ま
で
の
乳
幼
児
と
お

母
さ
ん
が
、
香
川
短
期
大
学
の
お

姉
さ
ん
た
ち
と
木
の
お
も
ち
ゃ
な

ど
を
使
っ
て
楽
し
い
時
間
を
す
ご

し
ま
し
た
。

　
来
年
度
も
つ
づ
き
ま
す
！

　
　
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
う
た
づ

（
49
ー

４
０
０
５
）

月
曜
日
は
休
館

見
物
 

岩
田
　
佳
泉
　
選

　
　
紅
葉
よ
り
土
産
の
見
物
忙
し
い
 

松
本
　
美
風

　
　
事
故
現
場
苛
立
ち
狂
う
見
物
者
 

藤
田
み
よ
こ

　
　
見
物
よ
り
土
産
定
め
の
に
気
を
つ
か
い
 

柴
田
紗
寄
子

　
　
コ
ン
サ
ー
ト
見
物
人
が
一
人
だ
け
 

山
本
　
磯
吉

　
　
あ
れ
こ
れ
と
欲
し
い
物
ば
か
り
見
物
だ
け
 

木
村
　
久
子

軸
　
好
奇
心
見
物
一
番
す
ぐ
忘
れ
 

岩
田
　
佳
泉

自
由
吟
　
互
選

種
だ
っ
て
好
き
嫌
い
あ
り
土
地
選
ぶ
 

岩
田
　
佳
泉

細
々
と
気
力
だ
け
で
生
き
て
ま
す
 

山
本
　
磯
吉

牡
丹
の
木
も
う
歳
か
い
な
枯
れ
出
し
た
 

松
本
　
美
風

何
気
な
く
交
わ
す
会
話
に
う
ま
が
合
う
 

藤
田
み
よ
こ

秋
な
の
に
夏
の
衣
装
で
蜜
柑
摘
む
 

木
村
　
久
子

見
事
な
る
屋
根
に
見
と
れ
て
踏
み
外
す
 

柴
田
紗
寄
子

今
月
の
一
句

何
気
な
く
交
わ
す
会
話
に
う
ま
が
合
う
 

藤
田
み
よ
こ

　
友
達
と
、
さ
り
気
な
い
や
り
と
り
の
会
話
の
中
で
、
私
も
、
そ
う
や
と
気
づ
き
、

つ
い
　
つ
い
、
話
が
弾
ん
で
く
る
。
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
、
気
持
ち
が
し
ま
す
。久

子
　
評

海
跨
ぐ
橋
の
行
方
や
冬
霞 

木
下
　
よ
し
を

思
い
出
の
真
ん
中
い
つ
も
寒
椿 

黒
田
　
乃
理
子

拍
手
に
神
の
来
給
ふ
初
社 

小
林
　
　
壱
沙

一
枚
の
枯
葉
残
さ
ぬ
大
銀
杏 

五
福
　
　
吉
美

緑
児
に
似
て
柔
ら
か
き
冬
の
草 

渋
谷
　
　
昌
克

山
茶
花
の
白
き
は
汚
れ
寄
せ
つ
け
ず 

出
来
　
た
け
し

千
両
や
朝
の
空
気
を
お
も
い
き
り 

林
　
　
　
和
恵

冬
木
立
衿
立
て
て
通
り
す
ぎ
に
け
り 

松
浦
　
か
つ
子

過
ぎ
た
る
に
心
残
り
や
山
眠
る 

溝
渕
よ
し
み
ち

古
草
に
跼
み
て
土
の
か
た
さ
か
な 

塩
田
　
あ
き
ら

何
も
せ
ぬ
に
古
草
の
芽
は
動
く 

井
原
　
た
け
を

一
羽
二
羽
七
羽
と
鳩
の
冬
の
庭 

山
本
　
　
洋
子

厄
年
の
女
の
哀
れ
木
の
葉
髪 

横
田
　
　
遊
人

切
株
の
年
輪
に
佇
ち
寒
鴉 

井
上
　
　
芳
水

赤
土
山
に
上
る
凧
の
糸
手
に
剛
し 

綾
田
　
ゆ
た
か

ジ
ェ
ッ
ト
機
の
音
の
遅
れ
や
冷
え
つ
よ
し 

井
原
　
せ
つ
子

寒
満
月
露
地
の
明
暗
あ
か
ら
さ
ま 

太
田
た
か
ひ
ろ
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活動日 

●ボランティア活動の問い合わせ先　町社会福祉協議会　☎49－0287

活動内容・時間 活動場所 活動グループ 

視覚障害者に対して声の便り
13：30～

 町福祉センター2階
ボランティア連絡協議会室

町福祉センター
（社会福祉協議会）集合 

朗読の会 

美化活動
 8：00～ 

JR宇多津駅前集合 ボランティア推進委員会 

老人給食の配食
10：00～ 老人給食ボランティア 第1～第4水曜日

町福祉センター うたづ苺一絵 第1・第3金曜日

第1・第3日曜日

第1・第3月曜日

絵手紙
10：00～

2月のボランティアカレンダー
平成23年12月6日から平成24年1月5日までの受付分、敬称略

住 所 氏　名 性別 保護者

住 所 氏　名 年齢

ユープラザうたづニュース ハーモニーホール　2月

ライブラリーうたづニュース 

2月の
休館日

ライブラリーうたづ 6日豺・13日豺・20日豺・24日㈮・27日豺

6日豺・13日豺・20日豺・27日豺ユープラザうたづ

▶日　時　２月11日（土）午後３時～３時30分
▶場　所　ライブラリーうたづ　おはなしコーナー
▶内　容　絵本の読み聞かせ、かみしばいなど

おはなし会
　家庭でいらなくなった本をお互いに持ちより、交換
する「本の交換会」を実施します。
▶日　時　２月25日（土）～26日（日）
　　　　　　　午前10時～午後４時
▶場　所　ユープラザうたづロビー
▶その他　当日、一人10冊までの持ち寄りとさせてい

ただきます。参考書・教科書・専門書・雑
誌などはご遠慮ください。

本の交換会

※上記については、予告なく変更することもあります。お問い合わせは、下記まで。
●問い合わせ先　ユープラザうたづ　☎49－8020

４日（土）５日（日）

11日（土祝）

　

12日（日）　

19日（日）　

　

　

23日（木）24日（金）　

26日（日）　

 　　　　秋山楽器店エレクトーン幼児科発表会

 　　　　ユープラザうたづ自主事業

 　　　　陸上自衛隊第14音楽隊　第８回ふれあいコンサート

 　　　　ピアノ発表会

 　　　　新春親子映画会

 　　　 「それいけ！アンパンマン　すくえ！ココリンと奇跡の星」

 　　　 「怪盗グルーの月泥棒」

　 　　　　発達障害者就労支援者育成研修会

 　　　　三豊市立西香川病院研修会

むら い  

は　せ がわ

きたむら はやあき

ふじさわ ゆ　ら

よねざわ め　い

おか だ この か

あさまつ りん

なみ き やま と

み よし

とみ け

なみこし ゆ　な

なかむら あつ き

さいとう おうすけ

とくなが し　ほ

ひろ せ み さき

かな た

かがり

ば　ば

か がわ き さき

ほ のか

ひなた

新
着
新
着
新
着

図
書
案
内

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
う
た
づ

みずいろの
　　　マフラー

児
童
書

岸　史子著松成　真理子著

著 ルーシー
・ホーキング

宇宙の誕生 緑のトンネルを
　　　　ぬけて

知識ゼロからの
オーケストラ入門
西本　智実

一
般
書

著

ラルフ
　・イーザウ

著

緋色の楽譜　上下 虚空の冠　上下
楡　周平著

●問い合わせ先
　ライブラリーうたづ   （☎49－8025）
　その他の行事については、
　ユープラザうたづまで（☎49－8020）

新　　開　杉尾　繁治　（63）

岩　　屋　渡辺　照代　（75）

大　　門　増田　一　　（80）

本　　町　村田　雅子　（66）

浜七番丁　村井　　陽（男）智木

新　　開　馬場　歩郁（女）俊忠

鍋　　谷　香川　希咲（女）恵介

浜五番丁　長谷川　輝（男）哲也

浜九番丁　北村　駿旭（男）英嗣

新　　開　藤澤　癒羅（女）晃輝

坂 下 西　米澤　芽彩（女）竜二

長 縄 手　岡田　心花（女）和也

浜六番丁　淺松　　稟（男）和也

沼 ノ 池　並木　大和（男）大悟

沼 ノ 池　三好いろは（女）健一

浜九番丁　冨家　叶向（男）裕喜

津 の 郷　浪越　優奈（女）隆男

津 の 郷　中村　充希（男）亮太

十 楽 寺　齋藤　鷹輔（男）広次

浜五番丁　　永　栞穂（女）憲保

津 の 郷　廣瀬　心咲（女）泰隆
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広告
大人・中学生・高校生

お し え ま す 。

完全マンツーマン・国家資格取得邦人講師

英語屋宇多津教室　浜五番丁□有　☎47-0760

英　語英　語
P

Ne
w
!

18

内

料申
問

と　
き

と　
こ
　
　
ろ

と　
き

と　
こ
　
　
ろ

と　
き

と　
こ
　
　
ろ

締
申
問

問

問問

と　
き

と　
こ
　
　
ろ問

と　
き 内主日時 場所と　

こ
　
　
ろ 主催 内容 料費用 対対象者 締期限 期期間定定員 他その他 申申し込み 問お問い合わせ

ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
公
開
審
査
会

　
平
成
24
年
度
町
ま
ち
づ
く
り

フ
ァ
ン
ド
の
助
成
先
選
定
公
開
審

査
会
を
開
き
ま
す
。
参
加
は
自
由

で
す
。
同
フ
ァ
ン
ド
は
住
民
の
ま

ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
目
的

で
設
立
し
て
い
ま
す
。

　
審
査
対
象
　
３
件

　
　
２
月
18
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

　
　
町
政
策
調
整
室（

49
ー

８
６
０
０
）

『
平
成
相
聞
歌

ケ
ー
タ
イ
で
恋
の
歌
を
』

　
万
葉
集
に
も
詠
わ
れ
た
相
聞
歌

（
恋
の
歌
）。
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ

ン
で
恋
の
歌
を
作
成
、
送
信
す
る

「
第
５
回
平
成
相
聞
歌
」
に
は
、
全

国
か
ら
過
去
最
高
の
３
１
２
９
作

品
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、

受
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。
授

賞
式
で
は
、
入
賞
作
品
の
発
表
や

選
考
委
員
に
よ
る
講
評
も
あ
り
ま

す
。
傍
聴
希
望
者
は
、
町
教
育
委

員
会
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
授
賞
式
及
び
記
念
交
流
会

　
　
２
月
12
日
（
日
）
午
後
１
時

　
　
シ
ェ
ル
エ
メ
ー
ル

　
　
２
月
６
日
（
月
）

　
　
　
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

「
若
者
が
集
う
文
化
の
ま
ち

う
た
づ
実
行
委
員
会
」

（
49
ー

８
０
０
７
）

　
こ
れ
ま
で
の
最
優
秀
賞
な
ど
受

賞
作
品
な
ど
は
、
ケ
ー
タ
イ
サ
イ

ト
に
す
べ
て
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い

間
も
な
く
期
限

「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」

　
２
０
１
１
年
９
月
４
日
か
ら
販

売
し
た
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

２
０
１
１
」
の
利
用
期
限
は
、
３

月
３
日
（
土
）
ま
で
で
す
。

　
商
品
券
を
ま
だ
利
用
し
て
い
な

い
方
は
、
早
め
に
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
無
効
と

な
り
ま
す
。

　
　
宇
多
津
商
工
会（

49
ー

１
３
１
１
）

「
無
料
法
律
相
談
会
」

　
　
２
月
６
日
（
月
）

　
午
前
９
時
〜
正
午

　
　
宇
多
津
商
工
会

　
　
無
料

◆
担
当
　
佐
野
孝
次
弁
護
士

（
香
川
県
弁
護
士
会
所
属
）

◆
相
談
事
例
　
家
族
関
係
・
債
権

債
務
関
係
・
会
社
関
係
な
ど

※

会
員
以
外
の
方
も
利
用
可
能

※

事
前
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

　
　
　（
社
）
坂
出
法
人
会
宇
多
津

　
支
部
（
49
ー

１
３
１
１
）

年
度
末
の
自
動
車
の
検
査
・

登
録
手
続
き
は
お
早
め
に

香
川
運
輸
支
局

　　
年
度
末
は
窓
口
が
混
雑
し
ま
す

の
で
、
自
動
車
の
検
査
、
廃
車
、

名
義
変
更
等
に
つ
い
て
は
早
め
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
香
川
運
輸
支
局
検
査
関
係

　（
０
８
７
ー

８
８
２
ー

１
３
５
５
）

　
　
登
録
関
係

　（
０
５
０
ー

５
５
４
０
ー

２
０
７
５
）

無
料
調
停
相
談
会

　
　
２
月
23
日
（
木
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
　
坂
出
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
交
通
事
故
・
多
重
債
務
・
土

地
建
物
・
近
隣
関
係
・
家
庭
問
題
・

相
続
関
係
等
ど
の
よ
う
な
問
題

で
も
結
構
で
す
。

　
　
丸
亀
調
停
協
会（

23
ー

５
２
７
０
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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問

県認定

★304 号・403 号入居可  ★家賃補助  ★夫婦用設計  ★日常安否確認
★救急通報システム  ★担架用エレベーター  ★入居手数料なし

19

と　
こ
　
　
ろ 期定 対締問締問

 

 

薬
物
乱
用
は
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
」

　
２
月
１
日
〜
29
日
は
薬
物
乱
用

防
止
広
報
強
化
月
間
で
す
。
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
る
薬
物
を
一
度

で
も
使
用
す
る
と
乱
用
に
な
り
、

同
時
に
犯
罪
に
な
り
ま
す
。
麻
薬
、

覚
せ
い
剤
、
大
麻
、
シ
ン
ナ
ー
等

の
薬
物
乱
用
は
個
人
の
健
康
被
害

だ
け
で
な
く
、
社
会
全
体
に
多
大

な
害
悪
を
及
ぼ
し
ま
す
。
薬
物
の

乱
用
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

自
動
車
事
故
被
害
者
へ
の
　
　

救
済
介
護
料
支
給
制
度

　
自
動
車
事
故
が
原
因
で
、
重
度

の
後
遺
障
害
が
出
て
、
日
常
生
活

活
動
に
介
護
が
必
要
な
方
に
介
護

料
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
交
通
遺
児
等
に
対
す
る

育
成
資
金
の
貸
し
付
け
（
無
利
子
）

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
自
動
車
事
故
対
策
機
構
高
松

　
主
管
支
所
被
害
者
援
護
担
当

（
０
８
７
ー

８
５
１
ー

６
９
６
３
）

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

　
　
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
22

歳
以
上
26
歳
未
満

　
　
４
月
27
日
（
金
）
必
着

　
１
次
試
験
　
５
月
12
日
（
土
）

　
飛
行
要
員
の
み
12
日
（
土
）・
13

日
（
日
）

　
　
自
衛
隊
丸
亀
地
域
事
務
所

（
23
ー

６
４
２
０
）

ち
び
っ
こ
探
険
学
校
ヨ
ロ
ン
島

参
加
者
募
集

　
　
３
月
27
日
（
火
）〜
４
月
２
日

（
月
）

　
　
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町
（
与

論
島
）

定
　
日
本
人
小
学
生
２
０
０
人

　
在
日
外
国
人
小
学
生
１
０
０
人

　（
現
在
、
小
学
２
年
生
〜
６
年
生
）

　
　
３
月
７
日
（
水
）
先
着
順

　
　
出
発
地
・
参
加
費
等
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、（
財
）
国
際
青
少

年
研
修
協
会

（
０
３
ー

６
４
５
９
ー

４
６
６
１
）

募
　
集

募
　
集

募
　
集

募
　
集

募
　
集

受付期間

受付場所

内容

選考方法

申し込みできる方

(①②③のすべての条件を満

たしていること )

１人でも申し込みできる方

申し込みできない方

申込書類等

2 月 7日 ( 火 )～2月 14日 ( 火 )

町建設課

3DK　2戸　家賃 2万 3700 円～4万 7100 円※条件等により家賃変更有

募集締切後、入居者資格審査を行い、多数の場合は抽選により決定

①町内に住所 (生活基盤 ) または勤務場所があり、住宅に困窮していること

②所得が所定の基準に該当すること (問い合わせ可 )

　月収 ( 政令月収 ) が 15万 8000 円以下、裁量世帯は 21万 4000 円以下

③同居親族または同居しようとする親族があること

○昭和 31 年 4 月 1 日以前生まれ○身体障害者、精神障害者及び知的障害者○戦傷病

者手帳の交付を受けている○原子爆弾被爆者の医療に関する厚生労働大臣の認定を受

けている○生活保護法による被保護者○海外からの引揚者で 5 年を経過していない○

配偶者からの暴力被害者

○現に市町営住宅または県営住宅に住んでいる○家族を不自然に分離または集合して

いる○税金等の滞納がある ( 税金､介護保険料､上下水道､汲み取り料など )○暴力団員

による不当な行為の防止等に関する法律第 2条第 6号に規定する暴力団員

町建設課で配布、または町ホームページでダウンロードしてください。

町営住宅 (新開南団地 )入居者募集

　　町建設課　(49‐8012)

イ ロ ハ

ニ

ホ ヘ ト

問
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イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

広告

診療時間　午前 9：00～12：00　午後 2：00～6：00
休診日／木曜・日曜・祝日
　　　　幼児、学童、思春期、青年期のこころの悩みの相談

　　　　臨床心理士による各種検査カウンセリング

宇多津町浜六番丁 78番地 12　ホテルサンルート南側

予約制　☎ 0877-56-7358
電話受付／ 8：45～18：00

20

と　
こ
　
　
ろ料 対締 期定申

締問

と　
き 内主日時 場所と　

こ
　
　
ろ 主催 内容 料費用 対対象者 締期限 期期間定定員 他その他 申

と　
き

と　
こ
　
　
ろ

締

定

他

申

申し込み 問

問

お問い合わせ

広告

イ
ベ
ン
ト

か
が
わ
長
寿
大
学
受
講
生
募
集

　
　
平
成
24
年
４
月
か
ら
平
成
26

年
３
月
ま
で
。
年
間
26
日

　
　
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

（
高
松
市
）

　
　
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
満

60
歳
以
上

　
　
１
９
０
人

　
　
年
間
２
万
５
０
０
０
円

　
　
２
月
29
日
（
水
）
当
日
消
印

有
効

　
　
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
及
び
「
か
が

わ
長
寿
大
学
受
講
希
望
」
と
記

入
し
、
左
記
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
１
人
に
つ
き
１
枚
。

　
〒
７
６
０
ー

０
０
１
７

　
高
松
市
番
町
１
丁
目
10
ー

35

　（
財
）
か
が
わ
健
康
福
祉
機
構
長

寿
社
会
部

（
０
８
７
ー

８
６
３
ー

０
２
２
２
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
高
等
学
校

普
通
科
生
徒
募
集

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の

放
送
を
利
用
し
た
特
色
あ
る
通
信

制
の
教
育
課
程
。
３
年
間
で
高
校

卒
業
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

　
案
内
書
・
願
書
・
講
座
の
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
願
書
４
月
20
日
（
金
）
必
着

　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
広
報

（
０
４
２
ー

５
７
２
ー

３
１
５
１
）

　大
束
川
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク

　　
大
束
川
周
辺
の
自
然
と
親
し
み
、

清
掃
し
な
が
ら
歩
く
「
第
４
回
大

束
川
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
大
束
川
の
良
好
な
水
環
境
づ
く

り
を
目
指
し
て
皆
さ
ん
の
参
加
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
３
月
18
日
（
日
）
午
前
９
時

〜
11
時
30
分
（
受
付
　
午
前
８

時
30
分
〜
）　
雨
天
中
止

　
　
宇
多
津
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

集
合
、
丸
亀
市
・
亀
山
橋
ま
で

バ
ス
で
移
動
。
宇
多
津
町
・
富

士
見
橋
ま
で
の
約
５
㎞
を
歩
く
。

　
　
１
５
０
人
　
参
加
無
料

　
　
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
代
表
者
の

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
参

加
人
数
を
記
入
し
て
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

協
賛
　
丸
亀
市
・
坂
出
市
・
宇
多

津
町

　
　
２
月
29
日
（
水
）

　
　
運
動
し
や
す
い
服
装
、
歩
き

　
や
す
い
運
動
靴
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。（
飲
物
、
軍
手
、
ご
み

袋
は
主
催
者
で
準
備
し
ま
す
）

　
　
町
住
民
生
活
課
内

　
大
束
川
流
域
水
環
境
保
全
推
進
協

　
議
会
事
務
局

　（
49
ー

８
０
０
０
、Ｆ
Ａ
Ｘ
49
ー

８

０
２
６
）
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と　
き 内

と　
こ
　
　
ろ

と　
き

と　
こ
　
　
ろ料問

と　
き

と　
こ
　
　
ろ問

対

申
問

と　
こ
　
　
ろ料 対 と　

き問

塩
業
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
〜
塩
業
で
栄
え
た
町
〜

　
か
つ
て
、
町
の
海
岸
線
は
塩
田

で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
町
民
の
３
分

の
１
が
塩
業
関
係
に
従
事
し
て
い

ま
し
た
。
地
域
総
出
の
塩
田
作
業

や
地
域
の
祭
り
な
ど
の
催
し
に
、

そ
の
活
力
が
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
今
回
、
町
内
外
か
ら
塩
業
に
関

わ
っ
た
方
々
を
迎
え
、
塩
業
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
塩
業
・
塩

田
の
歴
史
や
文
化
を
後
世
に
伝
え

る
と
と
も
に
、
塩
業
の
歴
史
学
習

や
体
験
型
観
光
の
地
域
振
興
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

傍
聴
し
て
く
だ
さ
い
。

　
当
日
は
、「
町
家
と
お
ひ
な
さ
ん
」

も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
　
３
月
４
日
（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー
４
階

　
参
加
者

　
町
内
外
の
塩
業
に
関
わ
っ
た

方
々

　
　
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

（
49
ー

８
０
０
７
）

防
災
講
演
会

　　
日
常
生
活
で
の
放
射
能
汚
染
の

実
態
、
放
射
線
被
ば
く
と
人
体
や

食
物
へ
の
影
響
に
つ
い
て
み
ん
な

で
考
え
ま
し
ょ
う
。

講
師
　
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　
　
　
緩
和
ケ
ア
診
療
部
長

中
川
　
恵
一
氏

　
　
２
月
19
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー
４
階

　
　
町
民

　
　
無
料

　
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
49
ー

０
２
８
７
）

「
子
ど
も
の
発
達
と
気
に
な
る

子
ど
も
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
」

講
演
会

　
フ
ァ
ミ
サ
ポ
で
は
、
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
講
座
と
し
て
、
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
日
頃
気
に
な
る
こ
と
を
専
門
医

に
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

講
師
　
岡
山
大
学
大
学
院

　
　
　
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科

　
　
　
精
神
神
経
病
態
学
教
室

　
　
　
助
教
　
井
上
　
真
一
郎
氏

　
　
子
ど
も
の
発
達
や
、
気
に
な

る
子
ど
も
の
関
わ
り
方
に
つ
い

て
　
　
２
月
25
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
質
問
可
（
12
時
ま
で
）

　
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

　
　
子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
に

興
味
の
あ
る
方

　
　
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
　

　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
う
た
づ

（
49
ー

０
２
８
７
）

ボ
ニ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
ス
と
歌
お
う

　
１
９
５
８
年
に
早
稲
田
大
学
グ

リ
ー
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
４
人
が

結
成
し
た
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
。

　
童
謡
、
叙
情
歌
、
唱
歌
や
テ
レ

ビ
主
題
歌
、Ｃ
Ｍ
曲
な
ど
そ
の
レ

パ
ー
ト
リ
ー
は
５
０
０
０
曲
以
上

あ
り
、『
昭
和
』
の
素
晴
ら
し
く
懐

か
し
い
あ
の
頃
あ
の
時
が
蘇
り
ま

す
。

　
　
３
月
20
日
（
火
・
祝
）

　
　
開
場
午
後
１
時
30
分

　
　
開
演
午
後
２
時

　
　
ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

　
　
全
席
自
由
席

　
一
般
　
前
売
　
２
５
０
０
円

　
　
　
　
当
日
　
３
０
０
０
円

　
高
校
生
以
下

　
　
　
　
前
売
　
１
５
０
０
円

　
　
　
　
当
日
　
２
０
０
０
円

　
　
ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

（
49
ー

８
０
２
０
）
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22と　
き 内主日時 場所と　

こ
　
　
ろ 主催 内容 料費用 対対象者 締期限 期期間定定員 他その他 申申し込み 問

と　
き

と　
こ
　
　
ろ料問

問

お問い合わせ

種　別
入札等結果情報 （12月１日～12月31日執行分） （単位：千円、消費税抜き）

工事（業務）名 執行方法 入札等執行日 落札金額 落札者

3,400

4,700

2,500

6,000

2,600

2,300

工事請負

工事請負

工事請負

業務委託

工事請負

業務委託

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

開成工業㈱

開成工業㈱

㈲木谷土建

㈱真鍋令建築設計事務所

㈲木谷土建

朝日設計㈱

H23．12．1

H23．12．6

H23．12．6

H23．12．8

H23．12．22

H23．12．27

新宇多津橋歩道防護柵設置工事

町道宇多津駅公園線歩道改良工事

町道新宇多津南第 58号線外１線歩道改良工事

宇多津中学校校舎増築等工事　監理委託業務

町道大束川西線植栽工事

まち交　宇多津桜の広場防火水槽実施設計業務

東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
写
真
展

　
一
般
公
募
で
集
ま
っ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
21
人
が
、
東
日
本
大
震
災

で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
岩
手
県

陸
前
高
田
市
で
11
月
に
行
っ
た
支

援
活
動
の
様
子
を
紹
介
す
る
写
真

展
が
３
月
11
日
ま
で
、
ユ
ー
プ
ラ

ザ
う
た
づ
１
階
ロ
ビ
ー
で
開
か
れ

て
い
ま
す
。

　
い
ま
だ
に
津
波
の
大
き
な
爪
痕

が
残
る
同
市
の
被
災
状
況
や
ス

コ
ッ
プ
・
つ
る
は
し
を
手
に
道
路

や
田
畑
の
岩
な
ど
を
撤
去
す
る
様

子
な
ど
約
１
０
０
枚
の
写
真
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

　
被
災
地
で
の
復
興
は
少
し
ず
つ

進
み
、
落
ち
着
い
て
き
た
よ
う
に

思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

手
つ
か
ず
の
場
所
が
多
く
、
支
援

が
今
も
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
写
真
展
が
始
ま
っ
た
１

月
17
日
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

が
起
き
て
17
年
に
な
り
ま
す
。「
今

自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
」
そ
の

当
時
の
こ
と
も
思
い
出
し
、
人
と

人
と
の
「
つ
な
が
り
」
の
大
切
さ

を
再
認
識
す
る
き
っ
か
け
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
町
総
務
課

(

49
ー

８
０
１
３)

「
生
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
」

う
た
づ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
犯
罪
や
事
故
、
い
じ
め
な
ど
に

よ
り
、
理
不
尽
に
生
命
を
奪
わ
れ

た
犠
牲
者
が
主
役
の
ア
ー
ト
展
で

す
。
平
成
13
年
か
ら
全
国
で
開
催

さ
れ
て
お
り
、
香
川
県
で
は
初
め

て
と
な
り
ま
す
。

　
交
通
事
故
厳
罰
化
を
求
め
た
映

画
「
ゼ
ロ
か
ら
の
風
」（
田
中
好
子

さ
ん
最
後
の
主
演
作
品
）
の
上
映

と
そ
の
主
人
公
の
モ
デ
ル
と
な
っ

た
鈴
木
共
子
さ
ん
の
講
演
を
行
い

ま
す
。「
命
が
き
ち
ん
と
守
ら
れ
る

社
会
」
の
実
現
を
願
う
催
し
に
ぜ

ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
▽
展
示
会
　
３
月
２
日
（
金
）、

　
３
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後

５
時

　
▽
講
演
　
３
月
３
日
（
土
）
午

後
１
時
30
分
▽
映
画
上
映
　
午

後
２
時
10
分
頃
（
講
演
終
了
後
）

　
　
ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

　
　
無
料

　
　
う
た
づ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　「
生
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
実
行
委

員
会
」

（
56
ー

７
７
２
２
）

広報02月号A4校正  12.1.30 9:02  ページ 22



23

問

聖マルチン病院

（谷　町）☎46-5195

※変更される場合がありますので、必ず新聞紙上等でご確認ください。

日

5日㈰

11日㈯

12日㈰

19日㈰

26日㈰

回生病院

（室　町）☎46-1011

坂出市立病院

（文京町）☎46-5131

北條クリニック

（江尻町）☎46-2201  

国重まこと医院

（笠指町）☎46-5501

高尾医院

（元町）☎46-5111  

宇多津クリニック

（宇多津町）☎56-7777  

三木内科胃腸科医院

（宮下町）☎46-3658

眞鍋外科内科医院

（宇多津町）☎49-6611 

2月の休日当番医
内科及び小児科 外　　科

行政相談
　 第3金曜日　午後1時～3時
　 町保健センター2階研修室
　 町総務課　蕁49－8013

人権相談（隔月）
　 2月10日（金）　午前10時～午後3時
　 町保健センター2階研修室
　 町住民生活課　蕁49－8000

納税相談
　 月～金　午前8時30分～午後5時
　 町税務課
　 町税務課　蕁49－8004

高齢者相談
　 月～金　午前8時30分～午後5時
　 地域包括支援センター（保健センター1階）

　 地域包括支援センター　蕁49－8740

健康相談
　 毎週水曜日　午前9時～11時30分
　 町保健センター健康相談室
　 町保健センター　蕁49－8008

　 第1・3月曜日　午後12時30分～3時
　 やすらぎプラザ
　 地域包括支援センター　蕁49－8740

　 第2・4金曜日　午前9時～11時
　 サポートセンター
　 地域包括支援センター　蕁49－8740

病態栄養相談（要予約）
　 第1・3・5水曜日　午前9時～11時30分
　 町保健センター健康相談室
　 町保健センター　蕁49－8008

育児相談・栄養相談
身体計測・保健師相談・栄養士相談
　 2月24日（金）　午前9時30分～11時
　 町保健センター健康相談室
　 町保健センター　蕁49－8008

子育て相談コーナー
子育てに関すること、いじめ、虐待など
　 月～金　午前9時～午後5時
　 町保健福祉課　蕁49－8003

障害者相談（身体・知的・精神）（要予約）
　 月～金
　　　 町保健福祉課　蕁49－8003

児童心理司によるこども相談（要予約）
子育てや子どもの発達に関する相談など
　 2月20日（月）
　 午後1時30分～4時30分
　 町保健センター診察室
　 町保健センター　蕁49－8008

臨床心理士によるこころの相談（要予約）
ストレスや対人関係の悩みなど
　 2月2日（木）午前9時～正午
　 町保健センター診察室
　 町保健センター　蕁49－8008

子ども教育相談
　 月～金　午前8時30分～午後5時
　 少年育成センター
　 少年育成センター　蕁49－4001

言語聴覚士によることばの相談（要予約）
　 2月9日（木）午前9時～正午
　 町保健センター診察室
　 町保健センター　蕁49－8008

一般相談（要予約）
家庭不和、離婚、財産問題、老人福祉、
母子・父子福祉問題、その他日常生活の
あらゆる問題
　 毎週火曜日　午前9時～正午
　 町福祉センター相談室
　 町社会福祉協議会　蕁49－0287

身体障がい者相談（要予約）
　 第3金曜日　午後1時30分～3時
　 町福祉センター相談室
　 町社会福祉協議会　蕁49－0287

法律相談（隔月・要予約）
　 3月13日（火）午前9時～正午
　 町福祉センター相談室
　 町社会福祉協議会　蕁49－0287

介護相談・ボランティア相談
　 月～金　午前9時～午後5時
　 町福祉センター相談室
　 町社会福祉協議会　蕁49－0287

電話相談
福祉を中心としたあらゆる相談
　 月～金　午前9時～午後5時
　 町社会福祉協議会　蕁49－0287

交通相談
　 毎月第4金曜日　午前9時～午後3時
　 うたづ安全安心ステーション
　 町住民生活課　蕁49－8000
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問・受付

よく 　はなしを

①
浜
一
、
二
、
三
、
四
番
丁
（
イ
ベ
ン
ト
広
場…

浜
三
番
丁
24
番
地
1
）
2
／
14
・
29　

②
浜
五
番
丁
（
一
号
児
童
公
園
）
2
／
10
・
27　

③
浜
六
番
丁
（
二
号
児
童
公
園
）
2
／
13
・
28

④
浜
七
、
八
、
九
番
丁
（
中
央
公
園
東
側
入
口
）
2
／
9
・
24　

⑤
町
内
全
域
（
町
役
場
駐
車
場
）
毎
週
土
曜
日　

※

各
場
所
に
午
前
８
時
30
分
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●国民健康保険税　（第 8期）
●介護保険料　　　（第 8期［2月分］）
●後期高齢者医療保険料
　　　　　　　　　（第 8期［2月分］）
●平成 23年度下水道事業受益者負担金
　　　　　　　　　（第 4期）

今月の納期限

2月29日（水）

３
月
３
日
（
土
）
の
資
源
ご
み
は

お
休
み
し
ま
す

　
３
月
３
日
（
土
）
の
町
役
場
駐

車
場
で
の
資
源
ご
み
収
集
は
、

「
う
た
づ
の
町
家
と
お
ひ
な
さ

ん
」
開
催
の
た
め
お
休
み
し
ま

す
。
ご
理
解
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
町
住
民
生
活
課（49

ー

８
０
０
０
）
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ごみ・し尿係 49－8000
戸籍・住民票係・年金 49－8002
jyumin@town.utazu.kagawa.jp

福祉・保育所 49－8003
jyumin@town.utazu.kagawa.jp

国民健康保険・長寿医療・介護保険
49－8001

jyumin@town.utazu.kagawa.jp

49－8008
hoken-c@town.utazu.kagawa.jp

49－8004
zeimu@town.utazu.kagawa.jp

49－8005

49－8007
kyouiku@town.utazu.kagawa.jp

上水 49－8010
下水 49－8011

suidou@town.utazu.kagawa.jp

土木・建築・町営住宅 49－8012
kensetsu@town.utazu.kagawa.jp

49－8600
suidou@town.utazu.kagawa.jp

49－8009
kensetsu@town.utazu.kagawa.jp

49－8013
soumu@town.utazu.kagawa.jp

49－8014
gikai@town.utazu.kagawa.jp

49－8740

人口の動き（1／1現在推計値）●人口　…18,462人（前月比 －23人）（男）9,075人（女）9,387人　●世帯数　8,064世帯（前月比 －23世帯）

各課連絡先電話番号・メールアドレス

宇多津町ホームページアドレス
http://www.town.utazu.kagawa.jp

う～みん･ゆ～みんの「うたづ情報ナビ」
携帯電話サイトQRコード

www.u-min-machinavi.com/
kurashi/makeid/

キーワード　u415

子育て証明書の取得コーナー

utazu589001@once.88island.jp
・子育て支援情報
・町からのお知らせ
・防災情報など

子育て･生活情報配信「くらしナビ」登録コーナー

www.u-min-machinavi.com/
●まちナビ
●恋S ナビ
●くらしナビ
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〈住民生活課〉

〈保健福祉課〉

〈健康増進課〉

〈保健センター〉

〈税務課〉

〈出納室〉

〈教育委員会〉

〈水道課〉

〈建設課〉

〈政策調整室〉

〈産業振興課〉

〈総務課〉

〈議会事務局〉

〈地域包括支援センター〉

　一年で一番寒い時期がやってきました。暖房のきいた室内と外気との温度差が激しい時期です。外出する
際は、手袋やマフラーを身につけ、暖かい格好で出かけましょう。帰宅したらうがいと手洗いをし、風邪の
予防も忘れずに……。
　外から体を温めるだけでなく、一日３回の食事をきちんととることで体の芯からも温まりたいですね。大
根やゴボウ、レンコンなどの根菜類は体を温めてくれる効果があります。煮物や汁物に積極的に取り入れ、
よく噛んで食べるようにしましょう。寒い季節もあとわずか。春はもうそこまでやってきています。バラン
スよい食事をおいしく食べて、適度に体を動かし十分な睡眠をとって、体調を整えましょう。
　今月の食材はゴボウです。この時期のゴボウは根がとても太くなり、うま味がいちだんと濃くなります。
肉や魚のにおいを消してくれる効果もあるので、一緒に煮込むと風味よく仕上がります。煮物や天ぷら、汁
物はもちろん、炊き込みご飯やサラダにしたりと様々な料理に使えます。今回は野菜がたっぷり入った具だ
くさん味噌汁を紹介します。体を外から中から温めて、寒さに負けず元気に冬を乗り切りましょう。

【材料】（４人分）

【作り方】

寒い季節、体を外から中から温めよう！寒い季節、体を外から中から温めよう！寒い季節、体を外から中から温めよう！寒い季節、体を外から中から温めよう！寒い季節、体を外から中から温めよう！

野菜もたっぷり、うま味もたっぷりのおい
しい味噌汁です。ぜひお試し下さい。

大根……………200ｇ
ニンジン………１／２本
里芋……………小４個
ゴボウ…………１／２本
煮干し…………８匹
細ネギ…………少々
水………………３カップ
味噌……………大さじ２

①大根は皮をむいて７～８㎜厚さのいちょう形に切る。ニンジンは皮をむき、７～８㎜の輪切りにす
る。里芋は皮をむき、１㎝厚の輪切りにする。ゴボウは洗って皮をこそげ、斜め５～６㎜幅に切り、
水にさらして、水気を切る。
②鍋に頭と腹わたを除いた煮干しを入れ、弱めの中火でから炒りし、水を３カップ注ぐ。①を加えて煮
立ったら弱火にし、落し蓋をしてさらに蓋をして根菜が柔らかくなるまで煮る。
③味噌大さじ２を溶きいれ、煮立ったら細ネギを入れて火を止める。

具だくさん味噌汁
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